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FOMC利上げ幅はインフレ率で探る

・夏は天気も相場も急変か

＄5.81
（×135≒¥784.35
（The Economist The Big Mac Index）

「物価上昇との闘いは
自身の最優先事項だ」
バイデン大統領
（5/31にホワイトハウスで）

6月10日発表の5月CPI
前年同月比8.6％と予想
を超え、3ヵ月連続で
上昇率8％超え

・6月15日FOMCで
0.75％引き上げ
・7月26-27会合も
利上げ示唆

7月13日発表の6月CPI

6月米消費者物価指数CPI
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米雇用統計7月8日金曜日21：30発表

・夏は天気も相場も急変か

6月失業率予想:3.6%
6月非農業部門雇用者数予想：+25万人

物価高騰でサプライチェーン混乱、

企業活動の停滞で雇用抑制？

12月 1月 2月 3月 4月 5月

非農業部門
雇用者数

+19.9万人 +46.7万人 +67.8万人 +43.1万人 +42.8万人 +39万人

失業率 3.9％ 4.0％ 3.8％ 3.6％ 3.5％ 3.6％

労働参加率 61.9％ 62.2％ 62.3％ 62.4％ 62.2％ 62.3％

平均時給
（前月比）

+0.6％ +0.7％ ±0.00％ +0.5％ +0.3％ +0.3％
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・夏は天気も相場も急変か

驚愕！日銀アンケート調査

出所：日本銀行HPより引用
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・夏は天気も相場も急変か

第26回参議院選挙の投票率は・・・

A）政権与党の勝利・・
・現在の金融・経済政策は、“民意を得た”として、円安（ドル高）再起動へ
・党内のパワーバランス変化なら“アベノミクス見直し”も

B）政権与党の敗北・・
・日銀の異次元緩和政策見直し論が浮上し、長期円安見通しは修正へ

出所：総務省HPより引用
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・夏は天気も相場も急変か

夏のドル円上下焦点
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1998年6月17日高値144円10銭（日米協調ドル売り円買い介入水準）

（1ドル＝円）

130

125

1998年9月1日高値139円90銭
9月9日高値138円29銭
9月24日高値137円22銭

2022年 7月 8月

2002年6月29日高値137円015銭

2002年6月 3日高値136円81銭

2022年6月16日安値131円48銭

日足一目均衡表 雲上限 128円755銭


